
成長市場に飛び込む
アジアに近づく九州

　
九
州
と
ア
ジ
ア
の
関
係
は
深
い
。
日
本
の
中
で
も
地
理
的
に
近
く
、
伝
統
的
に

文
化
面
や
経
済
面
で
交
流
を
行
っ
て
き
た
背
景
が
あ
る
。
さ
ら
に
近
年
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
国
内
市
場
の
縮
小
を
受
け
、
業
容
拡
大
に
直
結
す
る
期
待
が
大
き
い
ア

ジ
ア
に
対
し
て
、
企
業
が
送
る
視
線
は
熱
い
。
成
長
め
ざ
ま
し
い
ア
ジ
ア
市
場
か

ら
活
気
を
取
り
込
む
こ
と
は
、
企
業
が
本
社
を
置
く
日
本
国
内
の
元
気
に
も
つ
な

が
る
。
九
州
と
ア
ジ
ア
の
経
済
的
な
つ
な
が
り
を
見
て
い
く
。

九州グローバル人材協議会による研修

テクノスマイルによるタイでの日本語授業

強
い
結
び
つ
き
続
く
進
出
先
、
中
国
ほ
か
多
様
化
へ

高
度
人
材
を
活
力
に
留
学
生
支
援
、
海
外
で
育
成

「海外進出」では８割

高
い
「
ア
ジ
ア
度
」

　九州経済産業局がまとめている「アジア度」は
「海外進出企業件数」「輸入額」「輸出額」「姉妹
提携自治体数」「国際航空路線数」「外国人入国者
数」の６項目で比較している。 年までは全６項目
で九州の「アジア度」が全国を上回っていた。だが
年に輸入額の項目で九州 ％に対し、全国

％となり逆転。以来、同項目のみ全国が上回る状況
が続いている。

九州と全国のアジア度比較

出典‥九州経済産業局
　　「九州経済国際化
　　　データ 」

九州とアジアは地理的に近い

（ ） 【企画特集】 ２０１５年 平成２７年 ３月１３日 金曜日 　　

　
九
州
経
済
産
業
局
が
ま
と

め
て
い
る
「
九
州
経
済
国
際

化
デ
ー
タ
」
に
は
２
０
０
０

年
分
か
ら
、
経
済
活
動
全
体

に
占
め
る
対
ア
ジ
ア
比
率
を

示
す
「
ア
ジ
ア
度
」
が
載
っ

て
い
る
。

年
に
公
表
し
た

年
分
の
デ
ー
タ
で
は
、
九

州
の
ア
ジ
ア
度
は
全
６
項
目

中
で
「
輸
入
額
」
を
除
く
５

項
目
が
全
国
の
数
値
を
上
回

る
。
そ
れ
だ
け
九
州
と
ア
ジ

ア
の
結
び
つ
き
の
強
さ
が
わ

か
る
。

　
九
州
の
最
大
の
貿
易
相
手

国
は
中
国
で
、こ
れ
に
韓
国
、

米
国
が
続
く

貿
易
総
額
ベ

ー
ス
。九
州
か
ら
世
界
へ
の

年
輸
出
総
額
は
５
兆
６
２

０
３
億
円
。
中
国
向
け
は
有

機
化
合
物
や
自
動
車
が
好
調

で
、
韓
国
向
け
は
半
導
体
な

ど
電
子
部
品
が
好
調
。
一
方

の
同
輸
入
総
額
は
６
兆
６
１

５
４
億
円
で
輸
入
超
過
だ
っ

た
。

　
特
に
「
半
導
体
等
電
子
部

品
」
の
輸
入
額
は
、
２
０
６

６
億
円
で
前
年
比

・
９
％

増
加
。
中
で
も
太
陽
光
発
電

モ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
光
電
池

の
輸
入
額
は
、
太
陽
光
発
電

ブ
ー
ム
を
受
け
て
１
２
１
８

億
円
。

年
の
２
８
２
億
円

か
ら
大
き
く
伸
び
た
。
光
電

池
の
輸
入
相
手
国
・
地
域
は

中
国

・
１
％
、
韓
国

・

８
％
、
台
湾

・
１
％
。

　
貿
易
の
数
字
を
見
て
も
、

九
州
と
ア
ジ
ア
の
関
係
は
深

い
。
で
は
九
州
の
地
場
企
業

の
ア
ジ
ア
に
対
す
る
動
き
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
企
業
の
海
外
展
開
を
支
援

し
て
い
る
Ｎ
Ｃ
Ｂ
リ
サ
ー
チ

＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

福

岡
市
博
多
区

に
よ
れ
ば
、

相
談
件
数
の
う
ち
国
別
で
多

い
の
は
中
国
と
ベ
ト
ナ
ム

だ
。
最
近
の
ア
ジ
ア
へ
の
企

業
展
開
に
つ
い
て
、
山
内
久

幹
国
際
コ
ン
サ
ル
室
長
は

「
多
様
化
が
キ
ー
ワ
ー
ド
」

と
説
明
す
る
。
企
業
規
模
と

業
種
に
加
え
て
進
出
先
が
多

様
化
。
ラ
オ
ス
や
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
い
っ
た

国
々
に
展
開
先
が
広
が
っ
て

い
る
。

　
「
チ
ャ
イ
ナ
・
プ
ラ
ス
ワ

ン
」
で
中
国
以
外
の
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
連
合

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ

地
域
で
展
開
を
目
指
す

企
業
は
増
え
て
い
る
。
だ
が

「
中
国
の
人
件
費
が
高
騰
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
給
与
以
外
で
は
特
筆
す

べ
き
ほ
ど
で
は
な
い
」

山

内
室
長

な
ど
、
九
州
の
製

造
業
に
限
れ
ば
「
検
討
は
す

る
が
、
実
際
に
は
進
出
し
な

い
ケ
ー
ス
が
多
い
」

同

と
い
う
。
業
種
に
も
よ
る
が

中
国
の
優
位
性
は
ま
だ
高

く
、
最
終
的
に
中
国
の
別
地

域
に
進
出
す
る
こ
と
が
目
立

つ
と
い
う
。
だ
が
、
ラ
ー
メ

ン
は
じ
め
外
食
や
サ
ー
ビ
ス

業
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域

へ
の
進
出
は
顕
著
だ
。

　
海
外
展
開
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

少
な
い
中
小
企
業
で
課
題
な

の
が
、
管
理
体
制
に
関
す
る

分
野
。
進
出
時
か
ら
変
更
に

な
っ
た
現
地
の
法
律
へ
の
対

応
な
ど
が
ニ
ー
ズ
と
し
て
高

ま
っ
て
い
る
。
同
社
は
西
日

本
シ
テ
ィ
銀
行
グ
ル
ー
プ

で
、
銀
行
国
際
部
の
知
見
を

生
か
す
と
同
時
に
、
銀
行
本

体
で
は
難
し
い
実
践
的
な
情

報
提
供
や
支
援
を
強
み
と
す

る
。
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
に

特
化
し
た
「
国
際
コ
ン
サ
ル

室
」
を
設
け
て
こ
の
３
月
で

丸
３
年
が
経
過
。
「
正
し
い

情
報
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提

供
す
る
。
リ
ス
ク
も
は
っ
き

り
伝
え
て
、
認
識
を
持
っ
て

も
ら
う
。
そ
の
上
で
最
後
は

経
営
者
の
判
断
に
な
る
」
と

野
崎
昭
一
常
務
は
強
調
す

る
。

　
人
材
は
企
業
活
動
に
不
可

欠
な
要
素
だ
。
さ
ら
に
事
業

の
拡
大
に
お
い
て
は
、
優
秀

な
人
材
が
成
否
を
左
右
す
る

こ
と
も
多
い
。
一
方
で
日
本

は
少
子
化
の
影
響
で
、
採
用

環
境
は
決
し
て
楽
観
視
で
き

な
い
。
そ
の
一
つ
の
解
決
策

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
外
国
人
材
の
活
用
だ
。

　
九
州
に
留
学
す
る
外
国
人

留
学
生
は
、
日
本
学
生
支
援

機
構
の
調
査
で
は
約
２
万
２

２
０
０
人

年
５
月
現

在
。
沖
縄
を
含
む

。
全
国

に
占
め
る
割
合
は

・
２
％

で
、
関
東
と
近
畿
に
次
い
で

多
い
。
出
身
地
域
は
ア
ジ
ア

が
約
１
万
６
８
０
０
人
と
大

半
で
、
留
学
先
の
県
別
は
福

岡
が
約
１
万
３
７
０
０
人
、

大
分
約
３
４
０
０
人
、
長
崎

約
１
４
０
０
と
続
く
。

　
一
方
で
九
州
に
就
職
し
た

留
学
生
は
６
０
７
人

年

度
、
法
務
省
入
国
管
理
局

と
見
ら
れ
、
全
国
の
就
職
者

数
に
お
け
る
構
成
比
は
５
％

程
度
。
大
都
市
圏
で
大
企
業

な
ど
に
就
職
す
る
ケ
ー
ス
が

多
く
、
人
材
が
他
地
域
に
流

出
し
て
い
る
状
況
だ
。

　
多
く
の
留
学
生
が
日
本
に

就
職
希
望
と
さ
れ
る
中
、
九

州
で
の
留
学
生
の
就
職
者
が

少
な
い
背
景
に
つ
い
て
「
企

業
情
報
と
人
材
情
報
が
、
企

業
と
留
学
生
の
お
互
い
に
届

い
て
い
な
い
」
と
九
州
グ
ロ

ー
バ
ル
産
業
人
材
協
議
会

福
岡
市
早
良
区

の
高
録

秀
敏
事
務
局
長
は
指
摘
す

る
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
企
業
が

海
外
展
開
す
る
中
で
留
学
生

採
用
の
難
し
さ
を
知
ら
ず
に

立
地
を
進
め
、
実
際
に
採
用

す
る
段
階
に
な
っ
て
確
保
で

き
ず
に
困
る
こ
と
が
あ
る
と

い
う
。
ま
た
留
学
生
を
採
用

し
た
い
経
営
者
の
考
え
に
、

現
場
が
つ
い
て
き
て
い
な
い

事
例
も
あ
る
。
留
学
生
側
で

も
、
日
本
の
就
職
活
動
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
知
ら
ず
、
機
会

を
失
う
こ
と
も
多
い
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す

る
目
的
で
、
同
協
議
会
は

年
に
発
足
。
地
場
の
経
済
界

や
教
育
機
関
な
ど
が
連
携
し

て
、
留
学
生
の
九
州
で
の

引
き
留
め

に
動
い
て
い

る
。
留
学
生
向
け
セ
ミ
ナ
ー

や
企
業
へ
の
情
報
提
供
、
就

職
後
の
定
着
支
援
な
ど
を
実

施
し
て
き
た
。
協
議
会
の
イ

ベ
ン
ト
や
研
修
会
に
参
加
し

た
留
学
生
の
う
ち
、

年
度

は
１
３
０
人
、

年
度
は
２

１
０
人

年
１
月
末
時

点

が
内
定
を
獲
得
す
る
な

ど
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

　
同
協
議
会
で
は

―

年

に
「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
型
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を
実
施

し
た
。
企
業
の
課
題
に
対
す

る
解
決
策
を
調
査
・
立
案
す

る
中
で
、
日
本
で
仕
事
を
す

る
こ
と
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

や
経
験
を
養
っ
た
。

年
に

は
大
分
と
長
崎
で
開
催
。
中

国
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
合
計

人

日

本
人
学
生
１
人
を
含
む

の

留
学
生
が
参
加
。
多
国
籍
の

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
観
光

を
テ
ー
マ
に
１
カ
月
半
を
か

け
て
取
り
組
ん
だ
。
最
終
的

に
公
開
の
場
で
発
表
し
、
参

加
学
生
と
協
力
企
業
両
者
に

有
意
義
な
取
り
組
み
と
な
っ

た
と
い
う
。

　
一
方
で
留
学
生
で
は
な

く
。
海
外
で
日
本
の
製
造
業

向
け
人
材
を
育
成
し
、
日
本

で
就
業
さ
せ
て
い
る
の
が
テ

ク
ノ
ス
マ
イ
ル

福
岡
県
宮

若
市

だ
。

年
に
タ
イ
で

日
本
語
を
話
せ
る
エ
ン
ジ
ニ

ア
養
成
を
開
始
。
こ
れ
ま
で

中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
で
実
績
を

積
ん
で
お
り
、
タ
イ
は
３
カ

国
目
。
今
後
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
も
育
成
を
視
野
に
入
れ
て

い
る
。

　
現
地
の
理
工
系
大
学
や
総

合
大
学
と
提
携
し
、
日
本
人

教
師
が
学
生
に
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
や
日
本
語
を
指
導
す

る
。
卒
業
後
は
テ
ク
ノ
ス
マ

イ
ル
所
属
の
派
遣
社
員
と
し

て
就
業
し
、
日
本
企
業
で
働

く
。
派
遣
先
は
正
社
員
と
し

て
採
用
も
で
き
る
。

　
企
業
側
の
人
材
ニ
ー
ズ
と

「
将
来
は
母
国
に
帰
り
た

い
」
と
い
っ
た
学
生
の
ニ
ー

ズ
を
す
り
合
わ
せ
て
マ
ッ
チ

ン
グ
す
る
。
「
背
広
で
い
え

ば
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
。
手
作

り
の
人
材
派
遣
で
、
は
ず
れ

は
な
い
」
と
馬
見
塚
讓
社
長

は
胸
を
張
る
。
日
本
国
内
の

人
材
不
足
に
対
応
す
る
高
度

人
材
や
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域

に
進
出
す
る
企
業
が
必
要
と

す
る
基
幹
人
材
候
補
、
英
語

を
含
め
３
カ
国
語
を
操
る
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
に
育
て
て
い

る
。


